
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
」の

活
用
事
例
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
政
部
企
画
課
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離
島
に
お
け
る
漁
業
の
再
生
を
目
指
す
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
四
年
が
経

過
し
、
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
離
島
を
有

す
る
市
町
村
が
本
事
業
に
参
加
し
、
離
島
漁
業
の
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

水
産
庁
で
は
、
当
交
付
金
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た

「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
活
動
事
例
集
」
を
今
般
作
成
し
、
電

子
デ
ー
タ
の
配
布
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
事
例
集
で
は
、
各

地
域
の
離
島
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つ
い
て
、
満
遍
な
く

情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
（
詳
細
は
水
産
庁
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
に
よ
り

活
動
を
実
施
し
て
い
る
集
落
だ
け
で
な
く
、
漁
業
の
活
性
化
に
取
り

組
む
漁
業
集
落
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
市
町
村
で
も
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
般
、
本
事
例
集
か
ら
い
く
つ
か
の
活
動
を
抜
き
出
し
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

海
と
島
の
日
本
・
Ⅵ

特
集

平
成
一
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
」
を
活
用
し
、
産
卵
場
の
設
置

や
養
殖
業
へ
の
参
入
、
流
通
体
制
の
改
善
、
観
光
と
の
連
携
な
ど
、
全
国
の
離
島
地
域
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
事
例
を
ま
と
め
た
「
離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金
活
動
事
例
集
」
の
な
か
か
ら
、
山
形
県
酒
田
市
飛
島
、
鹿
児
島
県
長
島
町
獅
子
島
、
長
崎

県
五
島
市
福
江
島
、
東
京
都
八
丈
町
八
丈
島
、
山
口
県
萩
市
見
島
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
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１．

背
景

冬
は
日
本
海
が
荒
れ
る
た
め
、
船
の
出
漁
が
激
減
す
る
。
こ
の
た

め
飛
島
で
は
、
岩
ノ
リ
が
冬
期
間
の
貴
重
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

収
獲
量
の
増
加
と
安
定
的
な

収
入
確
保
を
図
る
た
め
、
既

存
の
築
磯
（
海
苔
養
殖
場
）
の

補
修
整
備
を
実
施
し
た
。

２．

活
動
の
内
容

平
成
五
〜
七
年
度
に
島
内

三
地
区
に
一
ヶ
所
ず
つ
整
備

し
た
が
、
流
木
に
よ
る
破
壊

や
岩
ノ
リ
の
付
き
が
良
く
な

い
箇
所
が
生
じ
、
近
年
、
収

穫
量
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
八
年
か

ら
三
年
計
画
で
三
ヶ
所
と
も

に
全
面
補
修
を
行
い
、
収
獲

量
増
に
よ
る
収
入
増
を
図
る
。

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か

ら
の
展
望

特集 海と島の日本・Ⅵ

表1　飛島の築磯整備状況 

表2　飛島の岩ノリ収穫量 

・平成18年度：法木地区の築磯（岩海苔養殖場）補修整備を実施 
  大きさ：幅5ｍ×長さ20ｍ＝100m2×2面＝200m2 
・平成19年度：勝浦地区の築磯補修整備を実施 
  大きさ：幅5ｍ×長さ15ｍ＝75m2×2面＝150m2 
・平成20年度：中村地区の築磯補修整備を実施中（大きさは勝浦地区と同じ）。 
 

整備状況 

  年間収穫量（推定） 年間収穫高 1人当たりの収入 

中村地区 2,400枚 15人×40枚×4回 2,400,000円 160,000円 

勝浦地区 3,000枚 25人×30枚×4回 3,000,000円 120,000円 

法木地区 3,240枚 27人×30枚×4回 3,240,000円 120,000円 

○設計協議に漁業者の意見を反映 
○コンクリート打設前に岩礁との密着性を高めるため、 
  ミゾ切りを実施（縦・横とも2.5m間隔、深さ15cm） 
○工事には常時漁業者が立ち会い、コンクリート仕上げなどにかかる微妙な調整を指示 
 

ポイント 

岩ノリ養殖場の
補修整備（飛島）。

事
例
①
　
山
形
県
酒
田
市
・
飛
島

「
産
卵
場
・
育
成
場
の
設
置
」（
漁
場
生
産
力
の
向
上
に
関
す
る
取
組
）
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昨
年
度
は
不
作
年
に
当

た
り
収
穫
が
平
年
に
比
べ

落
ち
込
ん
だ
が
、
今
年
は
、

法
木
、
勝
浦
の
二
地
区
で

順
調
に
収
穫
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
期
の
こ
れ
ま

で
の
実
績
か
ら
来
年
度
以

降
、
表
２
の
よ
う
な
収
穫

が
見
込
ま
れ
る
。
収
穫
後

は
板
の
り
に
加
工
し
、
中

卸
業
者
な
ど
に
一
〇
〇
〇

円
／
枚
程
度
で
販
売
し
て

い
る
。

４．

担
当
及
び
連
絡
先

酒
田
市
農
林
水
産
部
農

林
水
産
課
　
電
話
０
２
３

４
・
２
６
・
５
７
５
３

１．

背
景

長
島
で
は
全
島
的
に
ヒ
ト
エ
グ
サ
の
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
所

属
漁
協
の
販
売
実
績
が
四
億
円
を
超
え
る
な
ど
、
主
要
漁
業
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
地
元
で
は
ヒ
ト
エ
グ
サ
と
並
行
し
て
行
え
る
新
た

な
収
入
源
を
見
い
だ
そ
う
と
、
経
費
や
手
間
が
か
か
ら
ず
、
比
較
的

価
格
が
安
定
し
て
い
る
ヒ
ジ
キ
に
着
目
し
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
試

験
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２．

活
動
の
内
容

集
落
で
協
議
し
、
生
産
目
標
を
ロ
ー
プ
一
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一
〇

キ
ロ
（
湿
重
量
）
に
置
い
て
い
る
。

ヒ
ジ
キ
の
種
苗
は
、
獅
子
島
周
辺
に
自
生
し
て
い
る
天
然
の
幼
体

を
、
ロ
ー
プ
に
三
〇
グ
ラ
ム
ず
つ
三
〇
セ
ン
チ
間
隔
で
挟
み
込
み
、

係
留
施
設
に
張
り
込
ん
で
い
る
。
約
五
ヶ
月
間
育
成
し
た
後
、
刈
り

取
り
、
天
日
で
乾
燥
さ
せ
て
い
る
。

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

ヒ
ジ
キ
養
殖
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
収
穫
が
容
易
で
あ
る
上
に
天
候
、

潮
に
も
左
右
さ
れ
な
い
た
め
、
省
力
化
、
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
挟
み
込
み
間
隔
を
狭
め
、
ロ
ー
プ
の
張
り
方
を
工
夫
す

る
こ
と
で
、
生
長
阻
害
の
原
因
と
な
る
藻
体
の
ロ
ー
プ
へ
の
巻
き
込

み
が
減
り
、
収
穫
量
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

漁
協
で
は
、
将
来
を
見
越
し
、
平
成
二
〇
年
九
月
に
特
定
区
画
漁
業

権
を
取
得
し
て
い
る
。

し
か
し
現
状
で
は
、
生
産
目
標
に
は
遠
く
及
ば
な
い
上
、
品
質
的

に
も
二
級
品
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
多
く
の
利
益
を
出
せ

る
よ
う
な
技
術
を
確
立
し
、
時
化
の
多
い
冬
場
の
収
入
源
と
し
て
ヒ

岩ノリの採取風
景（飛島）。

事
例
②
　
鹿
児
島
県
出
水
郡
長
島
町
・
獅
子
島

「
新
規
漁
業
・
養
殖
業
へ
の
着
業
」

（
集
落
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
新
た
な
取
組
）
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ジ
キ
養
殖
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
。

４．

担
当
及
び
連
絡
先

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部
出
水
支
所
　
電
話
０
９

９
６
・
６
２
・
５
９
１
５

１．

背
景

福
江
島
の
三み

井い

楽ら
く

地
区
は
、
高
級
魚
ク
エ
の
水
揚
げ
が
市
内
で
最

も
多
い
地
区
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
、
漁
業
者
個
人
が
漁
獲
物
の

管
理
と
出
荷
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
出
荷
ロ
ッ
ト
と
輸
送
コ
ス
ト
が

合
わ
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
高
値
期
の
出
荷
に
限
界
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
集
落
で
陸
上
活
魚
施
設
を
整
備
し
、
市
場
動
向
に
応
じ
た

特集 海と島の日本・Ⅵ

表3　獅子島のヒジキ養殖結果（平成19年度） 

地区名 ロープ長 収穫量 kg/m（H18結果） 日数 養殖方法 養殖場所 株採取場所 株重量 挟み込み数 備考 

幣　串 252 223 0.88（0.77） 107 垂下式べた流し 赤瀬 串崎 36.2 739 14mmクレポリ 

湯ノ口 200 151 0.76（0.45） 112 垂下式べた流し 赤瀬 湯ノ口 21.8 1,040 14mmナイロン 

片　側 150 503 3.35（5.04） 96 垂下式べた流し 南長瀬 長瀬 15.0 500  

御所浦 600 1,220 1.74（2.41） 107 垂下式べた流し 下別当南 野島，中島，蜂島 55.2 3,000  

※収穫量は湿重量　単位：ｍ，kg，円，日 

ヒジキ天然種苗の
採取（獅子島）。

ロープへの挟み込み（獅子島）。

管理風景（獅子島）。

ヒジキの収獲（獅子島）。

事
例
③
　
長
崎
県
五
島
市
・
福
江
島

「
流
通
体
制
の
改
善
」（
集
落
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
新
た
な
取
組
）
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管
理
・
出
荷
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
定
置

網
と
一
本
釣
の
漁
獲
物
に
つ
い
て
も
活
魚
の
直
売
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
漁
業
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

２．

活
動
の
内
容

ク
エ
の
出
荷
調
整
の
シ
ス
テ
ム
は
、
漁
業
者
が
漁
獲
し
た
ク
エ
を

出
荷
前
に
集
落
の
陸
上
活
魚
施
設
に
預
け
、
集
落
が
こ
れ
を
管
理
し
、

相
場
を
見
な
が
ら
出
荷
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
ク
エ
を
施
設
に

預
け
た
漁
業
者
は
、
手
取
り
の
二
％
を
施
設
使
用
と
し
て
集
落
に
支

払
い
、
集
落
は
こ
れ
を
管
理
費

に
充
て
て
運
営
し
て
い
る
。

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら

の
展
望

ク
エ
は
通
常
一
二
月
に
価
格

が
上
昇
す
る
が
、
取
り
組
み
前

の
平
成
一
九
年
と
取
り
組
み
後

の
同
二
〇
年
を
比
較
す
る
と
、

同
二
〇
年
は
一
一
月
の
出
荷
量

が
減
少
し
た
の
に
対
し
、
一
二

月
の
出
荷
量
は
増
加
し
て
い
る
。

単
純
な
比
較
は
難
し
い
が
、
成

果
の
一
部
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
（
表
４
参
照
）
。
ま
た
、

共
同
出
荷
が
可
能
に
な
っ
た
こ

陸上の活魚施設（福江島）。

表4　福江島三井楽地区のクエ出荷状況推移 

 年 月
 出荷量 販売額 単価 

   （kg） （円） （円／kg） 

平成19年
  11 1,292 6,552,294 5,049 

  12 841 5,151,511 6,125 

平成20年
  11 1,176 6,010,819 5,546 

  12 1,610 10,064,701 6,669 

平成20年 － 平成19年
 11 △ 116 △ 541,475 497 

  12 769 4,913,190 544
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と
で
、
個
人
の
輸
送
経
費
削
減
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
直
売
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
地
元
業
者
へ
の
販
売
の
み
で
あ
る
が
、
今

後
は
個
人
販
売
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

４．

担
当
及
び
連
絡
先

長
崎
県
五
島
市
水
産
課
水
産
係
　
電
話
０
９
５
９
・
７
２
・
７
８

６
９

１．

背
景

低
迷
し
て
い
る
観
光
業
と
連
携
し
、
新
た
な
遊
漁
で
あ
る
ト
ロ
ー

リ
ン
グ
を
取
り
込
む
こ
と
で
漁
業
者
（
遊
漁
兼
業
者
）
の
経
営
の
多
角

化
を
図
り
、
漁
家
経
営
の
安
定
を
目
指
す
と
と
も
に
、
八
丈
島
の
魚

の
普
及
を
図
る
。

２．

活
動
の
内
容

遊
漁
案
内
を
行
う
漁
業
者
が
中
心
と
な
り
、
八
丈
島
ト
ロ
ー
リ
ン

グ
大
会
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
大
会
を
開
催

し
て
い
る
。

実
行
委
員
会
は
、
遊
漁
船
業
者
、
漁
業
者
、
漁
協
、
釣
り
宿
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
町
、
都
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
、
大
会
開
催
要

領
や
ル
ー
ル
な
ど
を
決
め
て
い
る
。

八
丈
島
の
漁
船
を
使
用
し
て
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
す
る
形

特集 海と島の日本・Ⅵ

水槽にストックされたクエ（福江島）。

事
例
④
　
東
京
都
八
丈
町
・
八
丈
島

「
観
光
と
の
連
携
の
取
組
」（
集
落
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
新
た
な
取
組
）
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式
で
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
八
丈
島
に
よ
り
多
く
の
釣
り
人
が
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
長
期
間
（
平
成
二
一
年
度
は
五
月
か
ら
翌
年
一
月
末
ま
で

の
予
定
）
の
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

平
成
一
八
年
度
は
、
初
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
準
備
に
時
間
が

か
か
り
、
試
験
的
な
位
置
づ
け
で
大
会
を
開
催
し
た
。
同
一
九
年
度

か
ら
本
格
的
開
催
と
な
り
、
延
べ
参
加
者
一
三
一
名
、
同
二
〇
年
度

に
は
一
〇
五
名
と
な
っ
た
。
八
丈
島
へ
の
経
済
効
果
を
試
算
す
る
と
、

お
お
よ
そ
年
間
五
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
新
規
の
釣
り
人
の
開
拓
や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
定
着
を
図

る
た
め
、
国
際
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
に
出
展
し
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

トローリング大会の広告（八丈島）。

釣り上げられたカジキマグロ（八丈島）。
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く
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
側
で
あ
る
遊
漁
兼
業
者
な
ど
に
対
し
、
ト

ロ
ー
リ
ン
グ
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
の
開
催

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
島
の
住
民
有
志
に
よ
る
、
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
養
成
発
足
の
動
き
も
あ
り
、
釣
り
関
係
者
を
中
心
に
大
会
を

活
性
化
す
る
気
運
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
将
来
は
観
光
面
に
お
い

て
、
こ
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
八
丈
島
の
主
要
な
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
と
し
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

４．

担
当
及
び
連
絡
先

東
京
都
八
丈
町
産
業
観
光
課
水
産
係
　
電
話
０
４
９
９
６
・
２
・

１
１
２
１

１．

背
景

萩
市
見
島
は
、
周
辺
に
好
漁
場
を
有
し
、
漁
業
が
基
幹
産
業
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
島
外
に

い
る
見
島
出
身
者
を
対
象
と
し
、
島
の
現
在
の
状
況
や
島
で
の
就
業

支
援
な
ど
を
掲
載
し
た
情
報
紙
「
鬼
よ
う
ず
」
を
作
成
・
発
送
し
、

里
帰
り
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

２．

活
動
の
内
容

見
島
の
本
村
集
落
と
宇
津
集
落
の
二
集
落
合
同
で
取
り
組
み
を
開

始
し
た
。
作
成
に
あ
た
り
、
両
集
落
か
ら
な
る
編
集
委
員
会
を
設
け
、

企
画
や
内
容
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
っ
た
。
情
報
紙
の
名
前
に

つ
い
て
は
、
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
凧
に
ち
な
ん
で
「
鬼
よ
う

ず
」
と
名
付
け
、
こ
れ
ま
で
五
号
作
成
し
発
送
し
た
。

第
一
号
で
は
人
口
や
産
業
の
状
況
、
居
住
環
境
や
行
事
な
ど
島
の

現
状
に
つ
い
て
掲
載
し
た
。
二
号
・
三
号
で
は
主
要
産
業
で
あ
る
漁

業
と
農
業
に
つ
い
て
、
島
で
行
わ
れ
て
い
る
漁
種
・
漁
法
や
栽
培
作

物
な
ど
を
紹
介
し
、
ま
た
新
た
に
漁
業
や
農
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
。
第
四
号
で
は
漁
業
・
農
業

関
係
者
の
ほ
か
、
小
・
中
学
生
に
も
取
材
し
島
の
魅
力
を
伝
え
る
内

容
と
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
感
想
な
ど
を
紹
介
し
た
。
第

五
号
で
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
見
島
の
歴
史
を
紹
介
し
た
。

３．

活
動
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

情
報
紙
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
定
年
後
島

へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
な
ど
の
声
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
島
内
出
身
者
で

は
な
い
が
、
他
県
よ
り
新
規
漁
業
就
業
を
目
指
し
て
、
一
名
が
平
成

二
〇
年
一
〇
月
よ
り
研
修
を
始
め
た
。
同
二
一
年
四
月
か
ら
も
新
た

に
一
名
が
漁
業
研
修
を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
紙
は

今
後
も
継
続
し
て
作
成
し
発
送
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

４．

担
当
及
び
連
絡
先

山
口
県
萩
市
農
林
水
産
部
水
産
課
　
電
話
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６

２
４

■

特集 海と島の日本・Ⅵ

事
例
⑤
　
山
口
県
萩
市
・
見
島

「
情
報
発
信
に
よ
る
地
域
活
性
化
」

（
集
落
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
新
た
な
取
組
）


